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日
は
本
学
理
事
馬
場
鍈
一
博
士
の
本
運
動
奨
励
を
意
味
す
る
一
場
の
訓

示
あ
り
次
て
豊
島
良
昌
氏
の
稽
古
開
始
に
至
る
迄
の
経
過
並
に
将
来
に

於
け
る
部
員
の
自
彊
已
ま
さ
る
精
神
の
下
に
熱
心
稽
古
に
励
ま
る
ゝ
様

の
希
望
を
述
へ
ら
れ
吉
田
眞
之
丞
氏
指
導
の
下
に
直
ち
に
稽
古
に
移
り

開
始
第
一
日
に
も
拘
は
ら
す
頗
る
熱
心
な
る
練
習
あ
り
て
七
時
五
十
分

終
了
せ
り
（
部
員
報
）
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大
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14

年
11

月
１
日
〕
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開
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中
央
大
学
に
於
て
は
数
年
前
よ
り
自
彊
術
を

学
生
に
奨
励
し
大
正
十
二
年
頃
は
丸
山
常
吉
氏
指
導
の
下
に
午
前
七
時

よ
り
其
道
場
に
於
て
熱
心
に
練
習
す
る
者
多
数
に
上
り
来
り
た
る
か
大

震
災
後
一
時
中
絶
し
た
る
処
今
般
運
動
奨
励
の
意
味
の
下
に
体
育
部
各

部
門
の
外
に
毎
朝
七
時
よ
り
一
時
間
自
彊
術
の
稽
古
を
為
す
こ
と
と
な

り
去
る
九
月
二
十
五
日
午
前
七
時
を
期
し
再
度
の
発
会
式
を
行
へ
り
当
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